
管理職強化は残業問題解決の
最も重要なファクター

本連載を通じ，残業は「マネジ

メント」の課題であると一貫して

述べてきた。そうであれば，残業

問題の本質は「管理職のマネジメ

ント不全」といっても過言ではな

い。本来，仕事が「管理職による仕

事の指示・配分」からスタートす

ることを考えれば，適切な労働時

間管理が行えるか否かは管理職の

能力や考え方によるところが大き

い。しかしながら，多くの中堅・

中小企業でプレイングマネージャ

ーがほとんどであり，労務管理の

スキルや高い意識が十分に備わっ

ている，あるいはそうした機会を

付与できている企業は少ない。

企業の成長・防衛の観点から
管理職の意識を強化する

これまで残業問題のリスクを

様々紹介してきた。改めて残業の

3大リスクを以下のように定義し

たい。①心身上のリスク…ある調

査によれば企業のメンタル不調者

は平均 6割にも及ぶとされるが，

うつ病や，場合によっては過労死

に至るケースもある。②業績圧迫

リスク…残業代が利益を圧迫し，

あるいは未払い残業代訴訟によっ

て企業存亡の危機に至るケースも

否定できない。③生産性低下リス

ク…これが最も重要だが，不適切な

管理者の残業管理により生活残業，

ダラダラ残業が放置されることで

生産性が低下するリスクがある。

管理職の意識が低いということ

はこれらのリスクを会社として放

置していることと等しい。仕事の

やり方を変える，あるいは人事評

価など仕組みを変えることも必要

だが，改めて管理職自身に，残業

管理が重要な役割・責務であると

啓蒙する機会を作ることが重要で

ある。

自社で実施できる「残業マネジ
メント研修」の概要と期待成果

管理者研修のカリキュラムは

多々あるが，残業管理をはじめと

した労務管理系の内容は多くな

い。内容自体はそれほど難しくな

く，また非常に良いきっかけとな

るので，ぜひ実施することをお勧

めしたい。［図表1］は弊社で実

施する残業マネジメント研修のカ

リキュラム例で，概要は以下の通

りである。

①オリエンテーション：ここが

ある意味最も重要なポイントだ

が，冒頭でトップ（可能であれば）

から5～10分程度，会社の取り巻

く状況から敷衍
ふ え ん

して，研修の目的，

残業管理の必要性を十分に伝えて

いただきたい。現場の管理職は総

じて忙しく，また多くがプレイン

グマネージャーであるがゆえに，

会社の「残業削減」の掛け声が煙

たく聞こえてしまうものである。

この点，今の状況を打破して生産

性を向上していかないと，場合に

よっては赤字転落，リストラなど，

より深刻な事態にもなりかねない

ことを伝えていただくことで意識
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［図表1］残業マネジメント研修カリキュラムイメージ 

実施項目と 
時間の目安 

■ 弊社オリジナルのカリキュラム例 

＜フェーズ1＞ 
 
社内ルールの 
再確認と，残 
業に対する意 
識改革 
 
（約1.5時間） 

オリエンテーション ●研修の狙い 

社内ルールの 
確認 

＜講義＞ 
●社内の時間管理 
　ルールの再確認 

残業に係る 
法律 

＜講義＞ 
●労働基準法の正しい知識 
＜演習＞ 
●主任Aさんの1日 
～残業はどこからどこまで～ 

残業に対する 
認識を改める 

＜講義＞ 
●人件費と利益の関係 
～残業で賞与が減る!?～ 
●良い残業，悪い残業の 
　判断・見極め 
＜演習＞ 
●残業の傾向をタイプ別に 
　チェックする 

内容 ＜フェーズ2＞ 
 
残業マネジメン 
ト手法 
 
（約2.5時間） 

現状調査と 
課題抽出 

＜講義＞ 
●現状調査シートの書き方， 
　アンケートの活用方法 
＜演習＞ 
●課題発見シートの作成 

問題解決 
手法 

＜講義＞ 
●問題とは何か 
～問題の定義と解決フロー～ 
●「探索型」「設定型」視点 
　からの問題抽出・改善計画 
＜グループディスカッション＞ 
●フォースフィールド分析 
～推進力の進展，抵抗力の改善～ 
＜講義＞ 
●残業時間管理方法の工夫 
●人事評価を活用した部下 
　育成と残業削減 

残業マネジメント研修の目的 
時間管理に対する管理職の役割・責務を明確化する 
部下の仕事管理に対するマネジメント力向上 
残業をすることそのものに対する意識改革（3大リスクの理解） 
人事評価制度の浸透，運用力向上 

■ 
■ 
■ 
■ 
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第六回 管理者の意識を変える残業マネジメント研修

第一回　今，なぜ「残業マネジメント」が必要なのか

第二回　効果的な現状分析の進め方

第三回　労働法の労働時間制度を最大限に活用する

第四回　現場における残業時間管理方法の工夫

第五回　給与制度・評価制度の工夫で残業マネジメント

第六回 管理者の意識を変える残業マネジメント研修



のギャップを解消し，全社的な意

思統一を図っておくことが何より

大事と考える。こうした目的が伝

わらないままに研修を行えば，十

分な期待成果は得られない。

②社内ルール，法律の再確認：

適切な残業申請方法，タイムカー

ドの使い方，直行・直帰時のルー

ルなど，時間管理についての社内

ルールが部署あるいは事業所ごと

に徹底されていないケースが見ら

れるため，改めて確認する場とす

る。また，管理職として知ってお

くべき労働基準法のイロハについ

てもレクチャーを行う（法律知識

の講義が社内講師では難しい場合

のみ，外部の専門家活用も検討す

る）。

③残業実態および残業の抱える

リスクの確認：部署別の残業時間

一覧（過去1年間程度）を配付し，

改めて現状認識を深めることも重

要である。残業が多い部署ほど，

自分のところはそれほど問題ない

と考えているケースが多い。また，

先ほど紹介した残業リスクをしっ

かりと伝えることも欠かせない。

特に意識が低いと思われるのが，

残業代の利益に与えるインパクト

である。例えば残業時間が全社で

1時間増えることで，売上が変わ

らなければ利益がどの程度減るか

といった簡単なシミュレーション

をしてもらえば，その影響の大き

さを実感することができる。

④意識改善，業務改善に向けた

グループワーク：ある程度現状認

識ができれば，そこから実際の残

業削減に向けた改善策をグループ

ごとに検討する時間を必ず設け

る。まずは仕事の指示・配分方法

について，［図表2］のように管

理者自身に問題がないか確認し，

ウィークポイントを発見する。次

に，自部署の課題について現状と

解決方針を深く掘り下げて検討す

る。その際，［図表3］に挙げた

ようなワークが有効である。フォ

ースフィールド分析は，解決しよ

うとするテーマについて「推進力」

「抵抗力」双方の観点から現状の

問題点を洗い出して解決策をブレ

ーンストーミングしていく手法で

あり，それぞれの「力」を矢印の

大きさで表現する。矢印の大きさ

が表現できれば，抵抗力を減少さ

せる方法，推進力を増加させる方

法のそれぞれを検討する。

研修の最後には業務改善に向け

た具体的なアクションプランを作

成し，会社全体で目標管理を実施

していきたい。研修をきっかけに

部署連携でプロジェクトチームを

結成し，全社的に残業削減を推進

していく体制を作ることができれ

ば理想である。

終わりに～残業代を組織全体の
「利益」に変えていくために

残業問題への取り組みの必要性

や緊急性は企業によって様々であ

るが，改めて自社の残業実態につ

いて精査し，是正が必要な部分に

ついては早急に取り組んでいくこ

とが重要である。「残業代を組織

全体の利益」に変えていくため，

本連載で解説した『ザ・残業マネ

ジメントサイクル』を意識した取

り組みを今後も継続していってい

ただきたい。
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［図表2］カリキュラム例①グループワーク：管理者自身の陥りやすいパターンを知る 

代表的な行動例 

自分でやったほうが早いので，何でも自分でやってしまう。自分自身の長時間残業が恒常化している 

具体的なゴール・仕事の完了イメージを伝えずに仕事の指示をしてしまっている 

ミーティングが多いか，意味のないものも多いと感じる 

つい頼みやすい部下にばかり仕事を頼んでしまう 

締め切りが近くなってから多くの仕事を与えがちである 

（ はい　いいえ ） 

（ はい　いいえ ） 

（ はい　いいえ ） 

（ はい　いいえ ） 

（ はい　いいえ ） 

チェック欄 

［図表3］カリキュラム例②グループワーク：フォースフィールド分析 

・社内全体の残業時間短縮方針 

・○○部門の協力 

・△△部署の残業削減事例（活用） 

・A顧客の××業務簡素化に対する理解 

・部署内メンバーの最近のモチベーション向上 

・□□業務の煩雑さ 

・若手社員のスキル不足 

・B顧客のギリギリの納期での業務依頼 

・○○業務の習熟者不足 

・△△部門の納期遅れ 

現　状 推進力 抵抗力 
目標 

部
署
の
残
業
時
間
の
短
縮
 

月
平
均
2
時
間
削
減
（
3
ヵ
月
後
） 
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